
全国健康保険協会（協会けんぽ）は、
3,900万人が加入している日本最大の
公的医療保険を運営する公法人です。

＜基本使命＞
協会は、保険者として健康保険及び船員保険事業を行い、加入者の健康増進を図るとともに、

良質かつ効率的な医療が享受できるようにし、もって加入者及び事業主の利益の実現を図る。

平成28年度決算（医療分）

<医療保険制度と加入者数>

後期高齢者医療制度（47広域連合）

約1,580万人

国民健康保険

約3,700万人
（1,717市町村

164国保組
合）

健康保険組合
1,403組合
約2,920万人

共済組合
85組合
約900万人

全国健康保険協会 は、社会保障制度の根幹である国民皆保険制度を守り、
皆さまの安心と健やかな暮らしに貢献しています。

～すべての加入者の皆さまから「協会けんぽの加入者で良かった」 と喜んでいただけるように～

自営業、退職者等サラリーマン

0～74歳

75歳

高齢者医療への
拠出金【約３兆４，０００億円】

医療費の支払い
【約５兆５，０００億円】

その他
【約１，８００億円】

全国健康保険協会（愛称：協会けんぽ）はそれまで国（旧社会保険庁）が運営していた政府管掌健康

保険の事業運営を引き継ぎ、平成20年10月1日に公法人として設立されました。

平成22年1月1日からは船員保険事業も国より移管され本協会が運営しています。

保健事業（予防）

健診を通じて、病気の早期発見、早期治療を実現します。

健診結果から保健師、管理栄養士が生活習慣改善の

ための保健指導を無料で行いサポートします。

病気になった時には保険証一枚で全国どこの

医療機関でも医療が受けられます。

協会けんぽでは保険証の交付や休業補償

などの給付事業を行っています。

保険給付

沿 革

財政規模

協会けんぽの位置づけ

業務概要

協会けんぽでは保健事業（予防）、保険給付、

保険運営の企画などを行っています。

※平成27年3月末データ（協会けんぽを除く）

協会けんぽは現在、下記の取り組みに

力を入れています。

・ 加入者の健康度を高めること

・ 医療費の適正化

・ 連携による医療の質や効率性の向上

現在、力を入れている取組

全国健康保険協会

約9.1兆円

医療機関 加入者・事業主様

県・市町村・大学・関連団体など

意見発信
データヘルス
健康づくり

連携事業

約3,900万人

協働

保険料
国庫補助
( )

（Ｈ29.12月時点）

●事業主、被保険者、学識経験者から構成

●協会の業務の適正な運営を図るために
設置

●都道府県ごとの実情に応じた業務の
適正な運営を図るために設置

●事業主、被保険者、学識経験者から構成

加入者及び事業主の意見に基づく自主自律の運営

運営委員会

（各都道府県４７支部）
支 部

全国健康保険協会

本 部

評議会

組 織



協会けんぽ愛知支部の状況

加入状況

H29.10 対25年比

被保険者数

男性 927,321 +13.44%

女性 519,381 +17.77%

被扶養者数

男性 339,774 +4.18%

女性 673,284 +1.06%

加入者数合計 2,459,760 +9.28%

事業所数 121,292 +28.52%

愛知県・51市町村・17団体と締結済

健康づくり推進に向けた協定状況健康保険委員数（上位５支部）

愛知は全国No1
12,674人

特定健診
受診者

（H29年12月末現在） （H30年3月1日現在）

（H30年1月末現在）

受診率向上に向けて

協定市町村のがん検診と特定健診の

同時受診をご案内

がん検診との同時受診

小学5年生による健診

ポスターコンクール実施

商業施設等で掲示

健診啓発

事業所ごとの健康情報を

通信簿で確認し、社内全

体で健康づくり

会社の健康宣言

被保険者の
98.9％をカバー

東栄町

H29年度
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健診・保健指導（平成28年度）

58,947

211,642

48,048

未受診者

52.5％

生活習慣病
予防健診受診者

41.8％
特定健診
受診者

21.8％

事業主健診
受診者

5.7％

838,724人 270,589人

未受診者

78.2％

家族（被扶養者）の健診受診状況

半数が
受けていない
（事業主健診データの
未提供者も含む）

約8割が
受けて
いない

本人（被保険者）の健診受診状況

人人

人

人

人

440,490 350,186

費用を補助

無料

生活習慣病予防健診、特定健診
健康状態のチェックをお手伝い

1

生活習慣の見直しでメタボ改善をお手伝い

特定保健指導2

会社内の健康づくりをお手伝い

企業の「健康宣言」3

会社の健康状態を見える化。課題が見える

ヘルスケア通信簿4



医療機関 加入者・事業主様

県・市町村・大学・商工会・関連団体など

意見発信
データヘルス
健康づくり

連携事業 協働

協会けんぽ各種機関との連携状況のイメージ

各自治体との取り組み事例

・新年度の特定健診受診券発送時に
住所地自治体の検診制度等のチラ
シを同封し周知（4月）

・実施可能な自治体では、直接ＤＭ
にて案内し合同健診を実施

・回覧板を活用した健診受診の啓発
（津島市、瀬戸市）



・協会けんぽの広報誌による
イベントのご案内

（稲沢市、岡崎市、名古屋市他）

・実施可能な自治体では、
直接 ＤＭにて案内し
合同健診を実施

・回覧板を活用した健診受診の啓発
（津島市、瀬戸市）

・肌年齢チェックやイベント等の案内

・がん検診の啓発、り患後の
就労支援を目的に「働く世
代のがんサポートセミナー」
を開催

・がんサバイバーウォーク
への協力・参加



・協会けんぽが実施している
「健康宣言」事業への参画

自治体の事業をチャレンジ項目に織
り込む（安城市、豊明市、愛西市）

優良な事業所への共同表彰
（大府市、津島市）

・商工会主催の集団健診と健康教育、
特定保健指導の同時実施
（清須市、北名古屋市、豊山町）

・事業所向けの出前講座の共同実施
（小牧市）

・市の乳がんセルフチェック講座と特定
保健指導の同時実施 （春日井市）

・市の歯科健診と特定保健指導の同時実施
（小牧市）

・市の健康相談日に合わせた特定保健指導
の実施（東海市）



・特定健診受診者のうち高血圧リスク保有者に対して高血圧
予防教室の開催（愛西市）

・特定健診受診者のうち高血圧・高脂質・高血糖リスク保有
者に対して、健診結果説明及び健康教室の開催（蟹江町）

・集団健診会場において歯周病の簡易チェック実施
→ 歯科健診への誘導 （小牧市）

・集団健診実施の１ヶ月後に同会場にて健診結果説明会を
開催し、特定保健指導対象者に初回面談を実施
（名古屋市）

平成27年度〈最初〉

・商工会での集団健診時における健康相談実施

・事業者健診（定期健診）結果データを提供依頼

平成28年度〈商工会での事業者健診受診者の把握〉

・事業者健診（定期健診）から生活習慣

病健診への移行依頼

・商工会受診の事業所へデータ提供の依頼

平成29年度〈特定保健指導の実施〉

・平成28年度の健診結果から特定保健指導

対象者を抽出し平成29年度の健診時

特定保健指導実施



〈今までの取組み〉

・事業者健診（定期健診）結果データを提供依頼

・商工会での集団健診時における健康相談実施

・前年度の健診結果から特定保健指導対象者を抽出し今年度の健診時

特定保健指導の実施

〈今後の取組み予定〉

・事業者健診（定期健診）から生活習慣病健診

への移行依頼

・事業者健診（定期健診）結果データの提供依頼

・事業者健診当日の特定保健指導の分割実施

・健診後のフォロー

（後日健診結果説明会と特定保健指導の実施）

メリット
１

メリット
２

メリット
３

健診費用を協会けんぽが補助

事業者健診の項目＋各種がん検診

労働安全衛生法による定期健診
項目を満たす

どんなメリットがあるの？



〈今後さらに開拓できるとよい項目〉

・集団での生活習慣病健診当日の、特定保健指導の分割実施

・被扶養者の方の特定健診受診時の特定保健指導の当日実施

（医療機関委託等）

・商工会の健診での生活習慣病健診の利用促進（商工会）

・商工会健診受診事業所の事業所健診データ提供の依頼

（商工会、事業所）

・医療機関と連携した事業者健診のデータ提供の依頼

（医療機関、事業所）

・これからの時代に合わせた各種団体との共同連携の取組


